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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中山間地域における基幹産業である林業の再生と森林環境の維持管理とを
結びつけ、林業を支える兼業形態と地域生活機能の持続可能性を高めるための「フォーレストタウン=マネジメント=モ
デル（ＦＴＭＭ）」を構築する目的でのパイロット研究を実施することにあった。具体的には、（１）森林ＧＩＳ構築
に必要なデータの検討を行い、パイロット的地域についてのデータ収集を行った。（２）農林家を対象とした現地（鳥
取県日野郡日南町）での聞き取り調査を行い、林業やその他の土地利用の現状と課題を把握し、林業再生のための合理
的方策に関する条件を抽出した。

研究成果の概要（英文）：   The aim of this research is to make a pilot study for future constructing "Fore
st Town Management Model (FTMM)," in order to make modernization of forestry possible and to sustain regio
nal daily life functions, in hilly and mountainous areas.
   In this research, (1)we have concretely examined important data for construction of forest-GIS and coll
ected data in a pilot area. And (2) we have made interview research at Nichi'nan town, Tottori prefecture,
 to grasp real situation and problems of forestry and land use in a hilly and mountainous area. Then we ha
ve summed up conditions for rational methods of revitalization of forestry.  
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１．研究開始当初の背景 

現代日本の森林環境と林業の課題として、

地球温暖化問題・二酸化炭素排出量問題等へ

の対応や輸入木材への依存からの脱却が求

められている。こうした中で、少なからぬ蓄

積量のある国内の森林資源を見直し、広域に

わたって荒廃・放棄された森林を再生させな

がら、疲弊している林業を活性化させること

が、環境問題や林業再生の観点からの近未来

的な課題として明らかになってきている。一

方で、中山間地域では基幹産業である林業の

衰退だけでなく、人口激減と高齢化によって

地域社会の生活機能の維持についても困難

に直面している。このような諸問題の解決の

ためには、中山間地域の森林管理・林業・産

業（兼業）や生活の総合的な関連性に目を向

けた、持続可能性の高い現実的な地域マネジ

メントに関する政策提言が必要であり、その

ための問題局面へとつながりうる実証的な

地域調査に依拠したモデルの構築と提示を

行うことが重要な課題である。中山間地域で

は、兼業によって林業や地域農業が支えられ

ているという実態があるため、複眼的な研究

視点も不可欠となる。 

上で述べた問題状況や課題をふまえて、日

本の国土の大部分を占める森林・中山間地域

を対象として、森林資源の自給と安全保障も

斟酌し、森林荒廃を防いで、林業再生と中山

間地域の産業（兼業）・生活の保全を図りた

いという強い目的意識のもとで計画された

のが、本研究である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、中山間地域における基幹

産業である林業の再生と森林環境の維持管

理とを結びつけ、林業を支える兼業形態と地

域生活機能の持続可能性を高めるための「フ

ォーレストタウン=マネジメント=モデル（Ｆ

ＴＭＭ）」を構築する目的でのパイロット研

究を実施することにある。具体的には、（１）

森林環境保全のための管理モデル、（２）林

業再生のための合理的方策に関するモデル、

（３）中山間地域における産業・兼業と生活

のリーズナブルな持続性を可能にするモデ

ルを設計し、（４）それらを統合的にアレン

ジして、中山間地域に適用可能な具体的な総

体的社会経済モデルとしての“ＦＴＭＭ”の

パイロット=モデルを試験的に構築しつつ、

並行して、あるいはそれに沿って調査研究を

実行し、成果の社会への発信と政策提言を行

っていく。 

 

３．研究の方法 

 以下、本研究が係る研究項目ごとの研究の

方法について記す。 

（１）林野利用・林野制度の概要と歴史的

変遷：大状況としての日本の森林環境の現

実を明らかにする。具体的には、世界農

林業センサス等の既存統計データをもと

に森林環境の基本的な姿を把握する作業

を開始する。 

（２）モデル構築、地域調査：林業地帯に

おいては、主として林家家計は農業・畜

産業・その他の兼業によって支えられて

いるため、二年度目以降に林業を含む就

業調査を行う。そのための準備を開始す

る。さらに、住民行動調査（アクティビ

ティ=ダイアリー(ＡＤ)調査：2002年にも

MARGの研究グループで実施済み）、ソー

シャル=キャピタル（社会関係資本）に関

する調査（交流関係についての調査）も

実施するため、その準備も始める。また、

一般均衡モデルをベースに山間地域に関

する財政モデルと社会・経済会計表にも

とづくモデルを構築しはじめる。この部

門では農業集落カードや関連ソフトウェ

アの購入を予定している。 

（３）林業と兼業・ソーシャル=キャピタル

とのリンケージ：前記の「モデル構築、地

域調査」の研究と連動しながら、林業経営



に関する調査・研究を計画し、順次始めて

いく。具体的には鳥取県日南町の第三セク

ター会社「オロチ」における構造材生産と、

徳島県三好地方で活動するＮＰＯ法人「ふ

るさと力」による間伐材利用の木造住宅建

設・都市農村間交流事業等を対象とする予

定である。 

（４）流域圏林業の存立条件：東日本（と

くに関東地方）および西日本（とくに中四

国地方）において、河川の流域を単位とし

た林業展開を実証的に調査・研究し始める。 

（５）ＧＩＳを利用した森林管理：鳥取県

日南町の森林を対象として、森林に関す

るデータベースの構築を開始する。日南

町地理情報システム「Ｎ－ＧＩＳ」の構

築を開始する。森林データベースは、森

林簿等を用いて樹種、樹齢、蓄積量、間

伐・主伐の予定などを入力できるように

設計して構築する。樹齢や蓄積量は経年

変化による更新を反映できるように工夫

する。また、各林地区画の代表地点の標

高・傾斜、林道からの距離、その林道の

種別、ハーベスタなど高機能機械の進

入・設置可能性、輸送用架線の有無など

も調査する。日々の原木単価を反映させ

た資産としての概算や課税額も表示でき

るようにする。さらに、山林の所有者・

利用者の属性などの社会関係データや、

手入れ・施業の度合いなど、森林利用に

関する精粗のデータも追加入力できるよ

うに設計する。別途行う林家調査の結果

も反映させ、森林管理に有効利用できる

コンテンツを備えるようにする。「山林」

以外の地目のデータや防災用データも追

加入力できるように設計して、最終的に

は土地利用データベースへと展開できる

ようにしておく。 

 以上五つの各項目は、本研究において

は、学界の専門分野の最前線を歩む研究

者によって担われる形となっている。各

自は国内の他、ヨーロッパ（スウェーデ

ンのソドラ地域、ドイツの黒森地域など）

東・東南アジア（韓国過疎山間部・中国

銀川地区・マレーシアのマングローブ地

帯）等での林業・ソーシャル=キャピタル

関連の比較調査や学会での成果報告に臨

む。 

 

４．研究成果 

 前記の五つの項目に沿って以下に記す。 

 （１）林野利用・林野制度の概要と歴史

的変遷：大状況としての日本の森林環境の

現実を明らかにする一環として、近・現

代の地形図・空中写真を主たる題材とし

て自然環境と土地利用の双方から森林環

境の基本的な姿を把握する作業を行った。

その結果、近代においては、多面的な森

林利用が行われていたが、森林の利用と

保全とが相まって持続的な活動が広く行

われていたことが明らかになった。 

（２）モデル構築、地域調査：本研究期間

の二年度目に、農山村における農林課調

査を行った。具体的には、鳥取県日野郡

日南町上石見地区において、各世帯の農

林業へのかかわり方や兼業、ソーシャ

ル・キャピタルの状況に関して120世帯以

上を対象とした調査を実施した。その結

果、高齢者が多くなった当該地域では、

近隣地域に他出している家族によって、

高齢者の生活が支えられていた。また、

高齢化の進展に伴い、森林の管理は極め

て難しくなってきており、さらに、土地

利用全般に関しても同様のことが言える

ということが判明した。また、住民間の

交流は高齢化によって希薄となり、豊か

だと思われたソーシャル・キャピタルの

毀損が進んでいる状況が分かった。 

（３）林業と兼業・ソーシャル=キャピタル

とのリンケージ：前記の調査と合わせて、

森林組合、林業会社、林業関連のＮＰＯを



対象とした聞き取り調査を行い、森林ＧＩ

Ｓ構築の為の重要条件や問題点を整理した。

その結果、森林基本図の区画情報の不正確

さが森林ＧＩＳ構築にとっての大きな壁と

なっており、このあたりの状況の改善が緊

急に求められていることが明らかとなった。 

（４）流域圏林業の存立条件：東日本（と

くに関東地方）および西日本（とくに中四

国地方）において、河川の流域を単位とし

た林業展開を実証的に調査・研究した。 

（５）ＧＩＳを利用した森林管理：鳥取県

日南町の森林を対象として、森林に関す

るデータベースの構築を開始した。具体

的には日南町地理情報システム「Ｎ－Ｇ

ＩＳ」の構築のためのデータ収集を開始

した。データが多様で大量となるため、

そのストレージや取り扱いに問題がある

と分かった。また、前記のごとく、森林

区画データの不備が、最も突破されるべ

き重要かつ緊急の課題であるということ

が確信されることとなった。 
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